
阿波の国の概説  1.  弥生の村から阿波の国へ 

 

両側を険しい山が聳える中央構造線が東西に四国北岸を貫く。 

その中を西から東へ大河 吉野川が流れ下る。 この吉野川流域は縄文時代から数多くの人達が住み着いた先進地で、この吉

野川の下流河口域を中心に古代 初期大和王権を支えた阿波国が築かれる。 

弥生・古墳時代から古代にかけて、現在徳島平野が広がる吉野川河口域は東に開ける深く広い大きな入江になっていて、大

陸・朝鮮半島から北部九州を経て畿内・大和へと続く「和鉄の道」の東四国の玄関口として大いに繁栄してゆく。 
弥生時代の中期後半から後期初頭にかけて 吉野川下流域北岸の阿讃山脈の山縁や吉野川の南岸 四国山地の東端 眉山・気

延山の麓 吉野川に流れ込む鮎食川の扇状地には 鉄器や鉄器関連遺物が出土する拠点集落（ 北岸: 光勝院寺内遺跡・カネ

ガ谷遺跡 

南岸: 矢野遺跡・名東遺跡・高川原遺跡など j が形成され、それらの地域が流通・交易拠点として 周辺地域を巻き込み

ながら次第に大きくなると共に、この地を治める有力豪族も生まれ、次第にひとつの国 阿波国としてまとまり、初期大和王

権を支える有力国のひとつとなってゆく。 

律令体制下になると畿内と四国を結ぶ「南海道」は紀伊の国賀太（加太）駅から淡路国福良駅を通過して、阿波国牟岐の海（紀

淡海峡）を渡り、石濃駅・郡頭駅を経て讃岐国引田駅から四国北岸を西へ向かう。 

一方、その支路は引田から南へ阿波国国府へとつながり、吉野川河口域は東西を結ぶ陸路・海路の拠点とし 

て発展してゆく。 

扇状地の北岸の気延山山

麓に初期大和王権との結

びつきを示す前方後円

墳・前方後方墳大きな古墳

を築く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



阿波の国の概説  2. 徳島・阿波国に見る日本誕生  
－弥生時代後期 村から国へ動乱の時代から 古墳時代 古代国家への胎動へ－ 

徳島県立埋蔵文化財センタ展示より 再整理 2010.2.6.  

   

 

【弥生時代後期 動乱の時代】  

「魏志倭人伝」に記された「倭国大乱」は弥生社会全体を巻き込んだ動乱。その結果 岡山（吉備）や近畿（近畿）の集団は

勢力を伸ばした。時代のうねりは徳島にも及ぶ。阿波では３０遺跡４３口の銅鐸が知られる有数の銅鐸出土地域で、銅鐸の埋

納ているが、銅鐸の埋納と相前後して、記号や絵画とは異なる思想を表現した弧帯文が流入し、朱や勾玉の製作や鉄器生産に

専従する人人が出現。鮎喰川流域で製作された土器群は東部瀬戸内海から大阪湾岸に拡散し、朱や玉介した交流が拡大する。

肥大化した集落を中心に地域はまとまり、村から国へ社会が移ってゆく。 

（ 鉄器も同じだろう。弥生時代後期 武器・工具・農耕具 全体に急速  

に鉄器の需要が拡大。徳島では 鉄器のほとんどが期を通じて 鮎喰  

川流域 矢野集 落遺跡や庄・蔵本遺跡からの出土であるという。 ）  

弧帯文土器 

土器などに施される文様の一つ。 

直線と曲線の組合せにより表されている。徳島県内では矢野遺跡、 

黒谷川郡頭遺跡、井出上遺跡から出土した土器にみられる 

 

【弥生時代末期から古墳時代前期 倭の首長連合】 

各地に国ができた頃、首長個人を葬る弥生墳丘墓が出現する。墳丘墓は地域食が強く、徳島では突出部を持つ円形の積石墓が

造られ、儀礼用の小型時が備えられた。その後、中部瀬戸内から近畿にかけた地域の首長たちは、各地の葬送儀礼や首長権を

統合し、政治的連合のしるしとして、長大な竪穴式石室を持つ前方後円墳を創りだした。首長連合が広がるに連れ、前方後円

墳は列島各地で築造され、倭における国家の原形が固まってゆく。 

 

【古墳時代中期・後期 古代国家への胎動へ】  

古墳時代中期は前方後円墳の大型化と乗馬・須恵器・横穴式石室などの新しい技術によって特徴づけられる。後期には、横穴

式石室が家族墓として中小の首長層にも広く採用され、吉野川流域を中心に地域職の強い石室が作られた。有力農民層による

新たな農耕地の開発が進む一方で、塩・鉄・土器などの生産に組織化された工人の活動が始まる。中央集権国家体制が推進さ

れるにしたがって、古墳の築造は徐々に終焉を迎える。 

 



阿波の国の概説  3. 阿波と初期大和王権とのかかわり 

「大和王権の成立に大きな役割を演じた阿波の力の源泉は何だったのだろうか???」 

「また、鉄に結びつけるのか」といわれるのを承知で 手元にったあるいくつかの資料を繰ってみました。 

数年前に二上山博物館へ行った時に買った「ふたかみ邪馬台国シンポジュウム6 『邪馬台国時代の阿波・讃岐・播磨と大和』」

（香芝市教育委員会・香芝市二上山博物館 2006）の資料やインターネット検索で矢野遺跡など弥生時代の後半から古墳時代

の吉野川流域の遺跡について事前学習。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この諸国の力の源泉は何なのか・・・・  

初期大和王権を支えた西日本連合の結びつきの中核に朝鮮半島の鉄の支配権・鉄の流通路の確保があったといわれ、卑弥呼・

初期大和王権誕生前の時代は倭の大乱と呼ばれる戦乱の時代であったことと考え合わせると、「鉄の道」の大和への玄関口に

位置するこれら東瀬戸内諸国の役割が必須だったと考えられる。 

そんな倭の力の源は何なのだろうか・・・ 通商路の拠点を押さえたことばかりではなかろう。 

そんな阿波の力の源になったのは阿波の国の生産力。 その特産品が「朱」「勾玉」の生産そして上記した吉野川流域で出る

薄青色で光る墳墓石郭材料の「結晶片岩」であると知りました。そして「鉄器生産」も???? 

初期大和王権の有力諸国のひとつとして ぼんやり 阿波をイメージしていましたが、やっぱり阿波は大きな力をもっていた

のだろうと。 ついでながら 吉備は鉄と塩 讃岐は塩・サヌカイトが国力の基かもしれません。 

 

 

                 Google 写真 阿波を取り巻く周辺諸国 

 

阿波の国のアウトライン理解の助けとして「ふたかみ邪馬台国シンポジュウム6 『邪馬台国時代の阿波・讃岐・播磨と大和』」 

の口絵にあった資料ほかをそのまま転記させていただきました。 

また、この中に ぜひ見たかった矢野遺跡の鍛冶工房内から見つかった「砂鉄」の写真もありました。 

 

邪馬台国が存続していた3世紀 大和の王墓である大和ホケノ山古墳の「石囲い木棺」や石棺の石囲いの特

異な多重構造の埋葬施設は阿波や播磨の王墓の古墳と共通性があり、同時代の王墓に中国鏡を副葬するのも

東部瀬戸内に集中分布。大和と吉播磨・阿波との密接な関係がうかがえ、大和王権を象徴する前方後円墳の

主要構造のうち、墳丘上に樹立される埴輪は吉備の特殊器台や特殊壷に起源を持つ。また、前方後円墳の中

核部である長大な竪穴式石室は阿波で発達したもの 墳丘を覆う葺き石は東瀬戸内の積石塚と関係すると

いわれる。 また、徳島の結晶片岩と呼ばれる薄青色の石が初期の墳墓の石郭に使われた例がかなりあるこ

となど、この地域の土器ばかりでなく、王墓築造の技術にも大きくかかわり、初期大和王権に東瀬戸内の諸

国・阿波が大きな役割を演じてきたことがわかる。 

   ふたかみ邪馬台国シンポジュウム6 『邪馬台国時代の阿波・讃岐・播磨と大和』」 

東部瀬戸内とヤマトより       



    

    
「ふたかみ邪馬台国シンポジュウム6  

『邪馬台国時代の阿波・讃岐・播磨と大和』」の口絵より 

   

吉野川下流域北岸 阿讃山脈の山裾     四国山地の最東北端 鮎喰川の扇状地 国府地区 

        阿波国 弥生の終末期・古墳時代初期 阿波の王城の地 

  

     阿波国の中心に展開した四国山地の最東北端 鮎喰川の扇状地 国府地区 

写真上端が 右から左（西から東）へ流れ下る鮎喰川 写真中央南北に貫く国道192号 国府地区の中心 



【参考】   「ふたかみ邪馬台国シンポジュウム6  

『邪馬台国時代の阿波・讃岐・播磨と大和』」の口絵 転載 
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